
 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

令和 8年３月２日 No.13 

守口市立佐太小学校 

校長 大井 昌幸 

住所：佐太中町 6-11-51 

電話：06-6902-1171 

 令和７年度も最後の月となりました。2４日の修了式をもって今年度の全教育課程を修了いたします。また、6年生は 18日の卒業式

をもって 6年間のすべての教育課程を修了することとなります。 

この１年間、子どもたちは仲間と学び合いながら、日々の授業やさまざまな学校行事などにしっかりと取り組んできました。ときには

友達と喧嘩したり、学習活動で間違えたりすることもあったと思いますが、その１つ１つが学びであり、その経験の１つ１つが成長の糧

になっているのだと思います。 

 

さて、6年生はいよいよ小学校生活に別れを告げる日が近づいてきました。6年前の入学の日から早くも

卒業を目前に控え、教室では卒業までのカウントダウンが始まっています。卒業式まで残り 13日となり、

授業だけでなく、学校生活の様々な場面で残り少ない小学校生活を大切にしようとする気持ちが伝わってき

ます。 

 

 そのほかの学年も、3月 2４日（火）に修了式を迎えます。 

一人ひとりが手にする卒業証書や修了証は、小学校６年間や今の学年で学ぶべきことをしっかり学んできた証となります。それぞれに

込められた意味をしっかり受け止めて、新しい年度に向け、期待を膨らませてほしいと思います。 

 すべての児童にとって、今年度残された時間を大切に過ごし、来るべき新年度に向けしっかりと準備をしてもらえたらと思います。 

  

 ２月２7日（金）の授業参観・学級懇談会では、ご多

用の中、多数ご参加くださいまして誠にありがとうご

ざいました。今年度最後の参観ということもあり、どの

学年も１年間の振り返りや、これまでの学習成果の発

表など、子どもたちがいきいきと活動している様子が

ありました。多くの保護者の皆様に子どもたちの頑張

っている姿をご覧いただき、子どもたちも励みになっ

たと思います。ありがとうございました。  

※佐太小ダイアリーにも写真を掲載しています。 

令和７年度（２０２５年度）「保護者アンケート」の結果より

1 学校は、教育方針や子どもたちの活動をわかりやすく伝えている。 88 %

2 子どもは、よくあいさつができている。 67 %

3 子どもは、学校へ行くのが楽しいと言っている。 87 %

4 子どもは、授業がよくわかると言っている。 84 %

5 学校は、子どものことについて気軽に相談に応じてくれる。 87 %

6 学校は、子どものことをよく理解してくれている。 84 %

7 学校は、子どものあやまった行動を適切に指導している。 78 %

8 学校は、いじめを許さない、思いやりのある集団づくりに取り組んでいる。 74 %

9 学校は、防災意識を高める取り組みや安全教育に努めている。 86 %

10 学校は、子どもに命を大切にする心やきまりを守る態度を育てようとしている。 80 %

11 学校は、子どもの読書活動に積極的に取り組んでいる。 79 %

12 学校は、子どもの学習状況を正しく評価し、通知表も分かりやすい。 86 %

13 学習環境面や安全面において学校は施設・設備の充実に努めている。 72 %

14 保護者が参加・出席する行事や参観等の機会は適切である。 92 %

15 学校が保護者に出す文書・事務連絡などは適切である。 88 %

16 学校では、子どもに関するプライバシーが守られるように考えている。 78 %

17 学校は、ＰＴＡ活動が活発である。 70 %

18 子どもは、地域行事にすすんで参加している。 45 %

R7

肯定的回答
 「令和７年度 教育評価アンケート」へのご協力、

誠にありがとうございました。結果から、どの項目

も概ね肯定的に受け止めていただいていることが

わかりました。 

 特に、学校行事等の取り組みについて、多くの保

護者の皆様に高くご評価いただいていることがわ

かりました。今後も学校にて子どもたちのがんばっ

ている姿をご覧いただける機会を充実していきた

いと思います。 

しかしながら、「あいさつ」や「読書活動」のポイ

ントが低いことから、学校として更に工夫して子ど

もたちに伝える必要があると考えます。また、「いじ

め」などの問題行動についても、より一層丁寧な指

導が求められていることがわかりました。 

今年度のアンケートより見えてきた課題につい

ては、改善に向け教職員一丸となって取り組んでま

いります。 

今後も引き続き、本校教育活動にご理解ご協力を

賜りますようお願い申しあげます。 

  



 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 （佐太小学校ホームページ） 

（佐太小ダイアリー）   https://www.city.moriguchi.osaka.jp/kakukanoannai/moriguchishikyoikuiinkai/gakko/shogakko/satashogakko/satasyoudiary/18820.html 

（３月行事予定）     https://www.city.moriguchi.osaka.jp/material/files/group/28/080223.pdf 

https://www.city.moriguchi.osaka.jp/kakukanoannai/moriguchishikyoikuiinkai/gakko/shogakko/satashogakko/index.html 

 低学年の児童の結果から、多くの児

童が楽しく学校生活を送っていること

がわかりました。 

特に、学校行事については 100％の

児童が「たのしい」と回答しており、運

動会や音楽会など学校行事に意欲的に

取り組んでいる様子がわかりました。 

 また、学校の決まりを守ることや、お

話をしっかり聞くことなど、学校生活

の基礎となる内容について、しっかり

身についている児童が多いこともわか

りました。 

 

 一方では、「学校へ行くのが楽しい」

の項目に 11％の児童が否定的な回答

をしていることがわかりました。この

ことは、質問項目 17番の結果とも関連

付けると、学校生活に不安感や困り感

を持っている児童が複数名いることか

ら、学校として更に子どもたちの声を

しっかり聞き、つかんだ課題について

より早い解決につなげるよう、全教職

員で連携して対応していくことが必要

であると考えます。 

  

 高学年の児童の結果から、自我の芽生えと

ともに、それぞれに学校生活の目的や目標を

考えて過ごしている様子が見えてきました。 

 このことは、学校生活の決まりを守る態度

や役割を果たすことの大切さを理解する反

面、「学校に行くことへの前向きな気持ち」や

「学習に対する肯定的な気持ち」の低さに表

れていると感じます。低学年では、「楽しませ

てもらう」「教えてもらう」が基本でしたが、

高学年では、「楽しませる」「学び取る」が基

本となります。その転換期において、今回の

アンケート結果は子どもたちの不安感や自

信のなさ等の現れであると推測します。 

 これからも子どもたちが自信を持って活

動できるよう、指導内容等に工夫してまいり

ます。 

 

 一方では、運動会や遠足などの学校行事に

ついて楽しいと回答した児童が多く、行事に

ついて意欲的に取り組んでいる姿が見えて

きました。 

学校行事は、1年間の学校生活の中の節目

に当たります。これからも節目の１つ１つを

大切にした教育活動を進めていきたいと思

います。 

https://www.city.moriguchi.osaka.jp/kakukanoannai/moriguchishikyoikuiinkai/gakko/shogakko/satashogakko/satasyoudiary/18820.html
https://www.city.moriguchi.osaka.jp/material/files/group/28/080223.pdf
https://www.city.moriguchi.osaka.jp/kakukanoannai/moriguchishikyoikuiinkai/gakko/shogakko/satashogakko/index.html

